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記
念
絵
は
が
き
の
世
界

　
　
　

―
小
澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

昨
年
度
横
浜
市
史
資
料
室
は
小
澤
美
那
氏

（
山
手
資
料
館
館
長
）
か
ら
、
横
浜
の
絵
は

が
き
七
二
六
枚
の
寄
贈
を
受
け
た
。
小
澤
氏

は
、
同
館
名
誉
館
長
で
、
絵
は
が
き
コ
レ
ク

タ
ー
で
も
あ
っ
た
故
平ひ
ら

尾お

榮ひ
で

美よ
し

氏
に
影
響
さ

れ
、
蒐
集
を
始
め
た
と
い
う
。
当
室
で
は
、

絵
は
が
き
の
内
容
か
ら
、
以
下
の
区
分
で
整

理
し
た
。

・
学
校
関
係
…
五
五
件（
一
八
六
枚
）

・
開
港
五
○
年
祭
…
一
一
件（
五
六
枚
）

・
ペ
リ
ー
関
係
…
四
件（
一
五
枚
）

・
船
舶
…
三
三
件（
七
八
枚
）

・
花
電
車
…
五
件（
二
二
枚
）

・
そ
の
他
…
七
六
件（
三
六
一
枚
）

こ
の
一
八
四
件
の
う
ち
、
八
一
件
に
封
筒
・

畳
紙
が
残
っ
て
お
り
、
六
件
は
封
筒
・
畳
紙

の
み
で
あ
る
。
す
べ
て
の
組
絵
は
が
き
が
そ

ろ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

封
筒
・
畳
紙
が
残
っ
て
い
る
の
は
絵
は
が
き

の
由
来
を
知
る
た
め
に
は
貴
重
で
あ
る
。
当

室
は
絵
は
が
き
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
乏
し
い

の
で
、
あ
り
が
た
い
寄
贈
で
あ
っ
た
。

明
治
に
創
設
さ
れ
た
郵
便
制
度
で
は
官
製

は
が
き
の
み
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、

明
治
三
三
（
一
九
○
○
）
年
九
月
一
日
の
「
郵

便
規
則
」
に
よ
っ
て
、
私
製
は
が
き
の
使
用

が
可
能
と
な
っ
た
。
す
で
に
あ
っ
た
コ
ロ
タ

イ
プ
印
刷
な
ど
の
写
真
印
刷
法
と
結
び
つ
い

て
、
絵
は
が
き
製
作
が
広
ま
り
、
絵
は
が
き

屋
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
稀
に
一
九

世
紀
の
写
真
が
使
用
さ
れ
る
例
が
あ
る
も
の

の
、
日
本
に
お
い
て
絵
は
が
き
と
は
、
二
〇

世
紀
を
撮
し
た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

明
治
後
期
～
大
正
期
を
中
心
に
製
作
さ
れ

た
、
モ
ノ
ク
ロ
風
景
絵
は
が
き
に
水
彩
絵
の

具
で
色
づ
け
し
た
彩
色
絵
は
が
き
は
美
し
く
、

み
や
げ
も
の
と
し
て
相
応
の
価
格
で
提
供
で

き
、
高
価
な
彩
色
写
真
を
過
去
の
も
の
に
し

て
い
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、『
絵
葉
書

世
界
』『
日
本
絵
葉
書
月
報
』な
ど
の
情
報
誌

が
、
明
治
末
～
大
正
期
に
発
行
さ
れ
、
蒐
集

品
と
し
て
も
大
い
に
需
要
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
は
「
売
り
も
の
」
の
絵
は
が

き
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
期

に
入
る
と
、
カ
ラ
ー
印
刷
が
普
及
し
て
手
間

の
か
か
る
彩
色
絵
は
が
き
に
代
わ
っ
て
い
く

が
、
水
彩
絵
の
具
の
淡
い
色
合
い
が
失
わ
れ

て
そ
の
魅
力
が
削
が
れ
て
い
く
。
ま
た
、
印

刷
さ
れ
た
だ
け
の
モ
ノ
ク
ロ
絵
は
が
き
が
多

く
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
昭
和
期
に
入
る

と
絵
は
が
き
を
作
る
側
・
あ
つ
め
る
側
双
方

の
熱
が
冷
め
て
い
く
よ
う
で
も
あ
る
。
そ
し

て
、
個
人
が
自
身
の
カ
メ
ラ
で
風
景
を
撮
す

よ
う
に
な
る
戦
後
の
高
度
成
長
期
以
降
に
、

絵
は
が
き
は
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
を
終

え
て
い
る
。

小
澤
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
以
上
の
よ

う
な
「
売
り
も
の
」
の
風
景
絵
は
が
き
も
含

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
関
係
者
に

記
念
品
と
し
て
手
渡
す
目
的
で
作
ら
れ
た

「
配
り
も
の
」
の
絵
は
が
き
で
あ
る
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
念
絵
は
が
き

は
、
製
作
者
の
意
図
と
配
布
対
象
が
比
較
的

は
っ
き
り
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
資

横浜高等商業学校　開校記念の絵はがき　大正15（1926）年9月　小澤コレクション
当時国内に流行し始めていたジャズのリズムにも通じるデザインである。同校は戦後、横浜国
立大学に引き継がれた。
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料
と
し
て
価
値
が
高
い
。

し
か
し
記
念
絵
は
が
き
が
す
べ
て
関
係
者

に
配
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
留
保
が
必
要

で
あ
る
。
な
か
に
は
一
○
枚
組
の
よ
う
な
大

部
な
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
記
念
行
事

を
撮
し
、
の
ち
に
関
係
者
か
ら
註
文
を
と
っ

た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
配
布
対
象
が
多
数
に
な
る
に
つ
れ

て
、
絵
は
が
き
の
単
価
は
安
く
な
っ
て
い
く
。

手
頃
な
記
念
品
と
し
て
、
ぼ
う
だ
い
な
種
類

の
絵
は
が
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。

学
校
関
係
絵
は
が
き

小
澤
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
、「
そ
の
他
」

を
の
ぞ
く
分
類
で
最
大
の
も
の
は
、
学
校
関

係
の
五
五
件
、
一
八
六
枚
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
判
明
す
る
か
ぎ
り
で
も
っ
と
も
旧
い
絵

は
が
き
は
、「
尋
常
第
二
戸
部
小
学
校
開
校

式
記
念
」
の
明
治
三
九
（
一
九
○
六
）
年
一

○
月
二
七
日
の
記
念
印
の
あ
る
コ
ロ
タ
イ
プ

印
刷
の
一
枚
で
あ
る
〔
図
１
〕。
第
二
戸
部

小
学
校
は
開
校
二
年
め
に
、
尋
常
西
平
沼
小

学
校
と
改
称
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に

火
災
で
七
教
室
を
失
い
、
同
年
木
造
二
階
建

て
に
改
築
し
た
。
関
東
大
震
災
直
前
の
大
正

一
二
（
一
九
二
三
）
四
月
に
西
平
沼
尋
常
小

学
校
と
な
り
、
震
災
後
の
一
三
年
に
西
平
沼

尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
。
昭
和
三
（
一

九
二
八
）
年
に
鉄
筋
三
階
建
て
の
復
興
建
築

に
変
わ
り
、
昭
和
六
年
に
平
沼
尋
常
高
等
小

学
校
と
な
っ
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
さ

ら
に
震
災
直
前
の
西
平
沼
尋
常
小
学
校
開
校

記
念
絵
は
が
き
〔
図
２
〕
や
、
復
興
建
築
の

校
舎
の
絵
は
が
き
も
あ
る
。

関
東
大
震
災
で
校
舎
が
倒
壊
し
、
仮
校
舎

で
の
授
業
を
へ
て
、
復
興
建
築
と
し
て
校
舎

が
新
築
落
成
し
た
際
も
、
記
念
絵
は
が
き
が

つ
く
ら
れ
る
契
機
と
な
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
横
浜
、
戸
部
、
西
戸
部
、
老
松
、
元
街

の
各
尋
常
高
等
小
学
校
の
分
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
戸
部
小
学
校
に
は
、
震
災
直
後
の
露

天
授
業
の
一
枚
も
含
ま
れ
て
い
る
。

西
前
小
学
校
の
絵
は
が
き
四
枚
は
、
袋
・

畳
紙
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
昭
和
一
五
（
一

九
四
○
）
の
紀
元
二
千
六
百
年
を
祝
賀
し
て
、

創
立
当
時
の
校
舎
、
震
災
直
後
の
仮
校
舎
、

復
興
校
舎
の
三
校
舎
と
、
祝
賀
大
運
動
会
の

セ
ッ
ト
で
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

横
浜
高
等
商
業
学
校
は
、
関
東
大
震
災
復

興
の
さ
き
が
け
と
し
て
、
予
定
よ
り
一
年
早

め
た
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
四
月
に
弘

明
寺
の
横
浜
高
等
工
業
学
校
の
仮
校
舎
で
授

業
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
南
太
田
富
士
見
台

に
新
校
舎
の
建
設
を
す
す
め
、
大
正
一
五
年

一
○
月
二
一
日
に
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

そ
の
記
念
絵
は
が
き
〔
前
頁
図
版
〕
は
、
新

築
校
舎
の
講
堂
を
中
央
に
し
て
、
そ
の
ま
わ

り
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
、「E

xport

」

「Im
p

ort

」「R
aw

 silk

」「T
ea

」

「A
M

E
R

IC
A

」「Y
en

」「T
aisho

」
な
ど

の
貿
易
に
つ
な
が
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
色

文
字
や
、
船
舶
、
碇
、
烏
帽
子
（
？
）
の
図

柄
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
ノ
ク
ロ
図

版
で
紹
介
す
る
の
は
惜
し
い
が
、
モ
ダ
ン
を

こ
え
て
、
ポ
ッ
プ
と
形
容
し
て
も
よ
い
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
。
新
校
舎
を
手
に
入
れ
た
高
揚

感
が
感
じ
と
れ
る
一
枚
で
あ
る
。

そ
の
他
、
紅
蘭
女
学
校
の
絵
は
が
き
三
枚

は
、
カ
ラ
ー
印
刷
の
精
度
が
と
く
に
高
い
も

の
で
、
絵
は
が
き
製
作
に
注
ぐ
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
る
〔
図
３
〕。
以
上
は
、
校
舎
の

落
成
絵
は
が
き
で
あ
る
。
神
奈
川
県
立
第
一

横
浜
中
学
校
（
神
中
）
の
記
念
絵
は
が
き
は
、

開
校
一
五
年
記
念
か
ら
四
○
周
年
記
念
ま
で

に
い
た
る
ま
で
の
も
の
が
断
続
的
に
八
種
類

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
周
年
記
念
絵
は
が
き
。

ま
た
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
○
月
の

「
横
浜
小
学
校
秋
季
大
運
動
会
記
念
」
の
袋

書
き
の
あ
る
一
○
枚
組
は
イ
ベ
ン
ト
記
念
絵

は
が
き
で
あ
る
が
、
先
述
の
と
お
り
「
売
り

も
の
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

新
道
建
設
記
念
と
そ
の
製
作
者

「
磯
子
青
年
会
道
路
開
通
記
念
」
の
袋
に

入
っ
た
八
枚
組
の
絵
は
が
き
は
、『
磯
子
の

史
話
』（
一
九
七
八
年
刊
）
に
「
岡
村
道
」

と
題
し
て
「
岸
留
蔵
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
大

正
の
は
じ
め
、
旧
道
か
ら
岡
村
へ
通
じ
る
道

を
開
く
べ
き
だ
と
力
説
し
、
梶
が
谷
弥
吉
さ

ん
小
池
宗
八
さ
ん
ら
と
発
起
人
と
な
っ
て
奔

走
し
道
路
用
地
は
地
主
に
寄
付
し
て
も
ら
っ

て
、
青
年
会
の
事
業
と
し
、
約
半
年
ば
か
り

で
、
ト
ン
ネ
ル
口
か
ら
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
前

を
経
て
岡
村
ま
で
が
完
成
し
た
の
で
す
」

（
五
八
九
頁
）
と
あ
る
、
道
路
建
設
記
念
の

絵
は
が
き
で
あ
る
〔
図
４
〕。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
若
衆
」「
若
イ
者
」

な
ど
と
呼
ば
れ
た
地
域
の
若
者
集
団
は
、
日

露
戦
後
～
大
正
期
に
、
内
務
省
や
文
部
省
の

指
導
で
「
青
年
会
」「
青
年
団
」
の
名
の
下

図1「尋常第二戸部小学校開校式記念」絵はがき
明治39（1906）年10月27日。
右の人物は、のちに横浜市長となる平沼亮三。

図2「西平沼尋常小学校開校紀念」絵はがき
大正12（1923）年4月　校舎は大正3年建築されたもの。

図3「山手丘陵に立てる横浜紅蘭女学校」大正14（1925）年
総工費38万円余、鉄筋3階建ての震災復興建築は「モダーン･フレンチ
式」と評された。同校は戦後横浜雙葉中学校・高等学校となった。
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組
織
替
え
さ
れ
、
社
会
に
有
用
な
集
団
に
な

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
具
体
的
取
り

組
み
の
方
法
は
地
域
に
よ
っ
て
様
々
で
、
地

元
の
名
望
家
や
学
校
教
員
た
ち
が
、
若
者
の

自
発
性
を
喚
起
で
き
る
事
業
に
結
び
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
ど
う
か
が
重
要
な
鍵
と
な
っ

た
。
新
道
建
設
は
、
磯
子
と
同
時
期
の
明
治

四
五
（
一
九
一
二
）
年
か
ら
約
二
年
が
か
り

で
、
金
沢
区
柴
の
青
年
会
員
も
取
り
組
ん
で

い
る
（『
蒼
穹
の
下
魚
鱗
耀
き
し
地
―
柴
漁

業
協
同
組
合
史
』一
九
九
○
年
刊
、
第
四
章
）。

全
国
的
に
み
て
も
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年

に
始
ま
っ
た
明
治
神
宮
の
造
営
は
、
造
営
局

総
務
課
長
田た

澤ざ
わ

義よ
し
は
る鋪

の
発
意
で
全
国
の
青
年

団
に
呼
び
か
け
、
道
路
建
設
や
植
樹
に
勤
労

奉
仕
さ
せ
た
。
こ
の
田
澤
の
呼
び
か
け
に
全

国
か
ら
の
べ
一
一
万
人
が
東
京
に
集
ま
り
、

青
年
層
の
社
会
的
価
値
を
知
ら
し
め
る
重
要

な
契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
記
念
絵
は
が
き
は
、

磯
子
で
の
青
年
会
の
取
り
組
み
を
証
明
す
る

貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
だ
れ
が
こ
の
記
念
絵
は
が
き

を
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
道
は
雑
木

林
を
切
り
開
い
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

お
り
に
刈
り
取
ら
れ
た
樹
木
類
は
、
家
庭
燃

料
と
し
て
販
売
し
て
、
青
年
会
の
活
動
費
と

な
る
。
そ
れ
を
元
に
青
年
会
が
作
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
比
較
的
大
部
な
八
枚

組
で
あ
る
。
用
地
を
提
供
し
、
名
所
で
あ
る

岡
村
天
神
と
む
す
ん
で
、
沿
線
の
付
加
価
値

を
高
め
て
、
地
価
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
地

主
が
、
地
域
お
こ
し
に
一
役
か
っ
た
青
年
会

の
た
め
に
作
り
、
記
念
と
し
た
も
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。「
磯
子
町
新
道
入
口
」〔
図

５
〕
に
自
動
車
・
運
転
手
と
と
も
に
収
ま
っ

て
い
る
、
三
人
の
人
物
が
あ
る
い
は
…
…
、

と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

横
浜
新
興
倶
楽
部

神
奈
川
県
匡き
ょ
う
さ
い
か
い

済
会
は
、
大
正
七
（
一
九
一

八
）
年
八
月
に
発
生
し
た
米
騒
動
へ
の
対
処

と
し
て
の
米
廉
売
を
契
機
と
し
て
、
横
浜
市

や
神
奈
川
県
の
主
導
の
も
と
、
市
内
の
資
産

家
を
あ
つ
め
、
翌
大
正
八
年
に
設
立
さ
れ
た

社
会
事
業
団
体
で
あ
る
。
ま
も
な
く
創
設
一

○
○
周
年
を
む
か
え
る
。

神
奈
川
県
匡
済
会
が
取
り
組
ん
だ
事
業
は

多
様
で
あ
る
が
、
施
設
関
係
で
は
、
労
働
者

宿
泊
所
と
し
て
の
横
浜
社
会
館
・
川
崎
社
会

館
の
建
設
・
運
営
、
沖
仲
仕
休
憩
所
、
鶴
見

と
川
崎
の
公
設
市
場
の
建
設
が
あ
っ
た
。
と

く
に
大
正
一
○
（
一
九
二
一
）
年
五
月
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
の
偉
容
を
も

っ
て
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
横
浜
社
会
館
で
、

関
東
大
震
災
で
の
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
そ

の
横
浜
社
会
館
は
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）

年
に
「
横
浜
新
興
倶く

ら

ぶ
楽
部
」
と
改
称
さ
れ
て

低
所
得
勤
労
独
身
者
の
た
め
の
ア
パ
ー
ト
と

な
り
、
労
働
者
宿
泊
所
は
長
者
町
に
移
転
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

横
浜
新
興
倶
楽
部
は
、
一
階
に
公
益
浴
場

と
公
衆
食
堂
〔
図
６
〕
を
そ
な
え
て
、
一
般

利
用
に
も
供
し
て
い
た
。
社
会
事
業
図
書
館

と
親
睦
の
場
と
し
て
の
社
会
事
業
倶
楽
部
も

開
い
て
い
た
。

『
神
奈
川
県
匡
済
会
七
十
五
年
史
』（
一
九

九
四
年
刊
）に
よ
れ
ば
、
新
興
倶
楽
部
に
は
、

一
○
○
を
超
え
る
個
室
が
あ
り
、
四
畳
半
・

六
畳
・
一
二
畳
の
広
さ
の
別
が
あ
っ
た
。〔
図

７
〕
の
居
室
は
、
畳
敷
き
の
部
屋
に
机
と
椅

子
、
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
置
か
れ
て
い
る
モ

ダ
ン
な
つ
く
り
。
最
大
の
一
二
畳
で
あ
ろ
う
。

「
低
所
得
勤
労
独
身
者
」
を
対
象
と
し
た
ア

パ
ー
ト
で
あ
る
と
は
い
え
、
入
居
者
は
学
校

教
員
や
官
庁
関
係
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

本
稿
で
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
小
澤
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
平
成
二
九
年
一
月
か
ら
の
横

浜
市
史
資
料
室
ミ
ニ
展
示
で
披
露
し
た
の
ち
、

す
べ
て
の
絵
は
が
き
を
複
製
で
公
開
す
る
予

定
で
あ
る
。�

（
平
野
正
裕
）

図４「磯子青年会道路開通記念」絵はがきの袋（左）と、測量当時の青年会員（右）
大正初期　道路工事そのものは、建設業者が請け負っていることが他の絵はがきから推測される。

図５「磯子町新道入口」と題された絵はがき
大正初期

図６「横浜新興倶楽部　公衆食堂」昭和7（1932）年

図７「横浜新興倶楽部　居室」昭和7（1932）年


